




愛
韓
細
，
韓

説
明
会
に
は
関
東
、
近
畿
な
ど
自
立
・
つ
た
。

の
主
な
大
学
・
短
大
二
十
七
校
の
会
場
で
は
大
学
紹
介
パ
ン

火
訓
ｉ
入
試
担
当
者
ら
が
出
席
。
午
後
一
ツ
ト
雨
入
試
責
料
も
用
意
さ

〕
八
時
半
か
ら
は
県
内
高
校
、
予
備
校
早
く
も
犬
試
ム
ー
ド
″
を

岬
弛
潅
蕊
鶴
議
職
薙
ょ
わ
せ
た
。
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－1
(第3種郵建物認可）

十
二
日
夕
、
東
宇
和
郡
野
村
町
故
で
伊
震
知
亭
は
士
一
百
、
岩
国

の
山
中
に
米
海
兵
隊
岩
国
基
地
の
基
地
司
令
官
と
外
務
省
、
運
輸
雀
、

ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
が
墜
落
し
た
事
防
衛
庁
に
対
し
抗
議
す
る
と
と
も

米
軍
磯
墜
落
応
記
嘩
逼
唇
見
す
る
伊
賀
知
事

蕊
岩
国
基
地
な
ど
に
抗
議
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プ
レ

れ
、

た
だ

府
‐
７

錘§、

例

に
事
故
原
因
究
明
と
匿
全
対
策
の

徹
底
を
要
請
し
た
。

本
県
で
は
昨
年
六
月
に
も
伊
方

原
発
近
く
で
米
軍
ヘ
リ
が
墜
落
し

て
い
る
だ
け
に
県
で
は
事
態
を
重

視
、
同
日
、
、
県
幹
部
を
岩
国
と
東

京
の
関
係
鐵
関
に
緊
急
派
還
し

た
。
要
請
内
容
は
「
再
度
寧
故
が

発
生
し
、
県
民
に
多
大
の
不
安
を

生
じ
さ
せ
た
こ
と
は
誠
に
這
憾
。

原
因
究
明
と
安
全
運
航
に
つ
い

て
、
万
全
の
措
渥
を
講
ぜ
ら
れ
る

よ
う
、
強
く
要
請
す
る
」
と
い
う

も
の
。

記
者
会
見
で
伊
賀
知
事
は
「
（
墜

落
事
故
は
）
県
民
に
多
大
の
衝
撃

蕊掌軍

と
不
安
感
を
与
え
誠
に
這
憾
だ
」

と
語
り
、
前
回
事
故
も
含
め
強
く

抗
議
す
る
と
と
も
に
航
空
機
の
安

全
運
航
の
徹
底
と
原
因
究
明
に
万

全
を
期
す
よ
う
要
請
し
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

同
知
琴
は
ま
た
、
士
佐
清
水
市

沖
の
米
軍
訓
練
海
域
と
岩
国
基
地

を
結
び
本
県
上
空
童
頻
繁
に
飛
行

し
て
い
る
点
に
触
れ
「
県
民
の
素

直
な
気
持
ち
と
し
て
は
遠
の
い
て

ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。
し
か
し
「
米

軍
訓
練
に
つ
い
て
は
関
係
各
省
と

も
飛
行
コ
ー
ス
、
目
的
な
ど
実
態

把
握
が
困
難
で
的
確
な
情
報
が
得

臥
笂
な
い
状
況
に
あ
る
」
と
充
大

一一一_■
二?－－~ －一･･･

錘
麺

入試才日当者の説明を聞く女子1

る
と
忘
れ
物
が
多
く
な
り
が
ち
」

と
注
毒
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

暴
走
族
対
策
脚

推
進
を
確
認
甑

四
国
交
通
安
全
協
役
員
会

平
成
一
牽
度
の
四
国
交
通
安
全

協
会
役
員
会
が
士
一
百
、
松
山
市

大
街
道
三
丁
目
の
伊
予
銭
会
館
で

四
国
各
県
の
交
通
安
全
協
会
長
ら

三
十
四
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
、

き
な
カ
ベ
が
あ
り
、
苦
慮
し
て
い

る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
た
。

こ
の
ほ
か
、
昨
年
の
伊
方
原
発

近
く
で
の
米
軍
ヘ
リ
墜
落
を
磯

に
、
県
で
は
原
発
上
空
の
飛
行
蘂

止
法
制
化
を
働
き
か
け
て
い
る

東
宇
和
郡
野
村
町
山
中
へ
の
米

軍
戦
闘
機
墜
落
事
故
で
、
社
会
党

暴
部
異
薑
曼
臺
学

一
一
百
、
伊
蛮
知
事
に
対
し
、
米
軍

に
抗
議
す
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
文

審
で
要
請
し
た
。
両
党
は
と
も
に

寧
故
機
が
核
搭
載
可
能
識
だ
っ
た

こ
と
を
重
視
、
一
年
前
伊
方
原
発

近
く
で
起
き
た
米
軍
ヘ
リ
墜
落
に

続
く
琴
故
再
発
に
対
す
る
県
民
の

衝
琴
の
大
き
さ
と
憤
り
を
訴
え
る

と
と
も
に
、
わ
が
国
の
責
任
に
よ

る
琴
故
原
因
調
査
、
原
発
上
空
飛

行
禁
止
の
法
制
化
な
ど
を
求
め
て

い
る
。

「
米
軍
に
抗
議
を
」

緊
迫

社
会
党

共
産
党

伊
賀
知
事
に
要
請

“
１
１
９
。
｝
幸
・
田
、
巳
ｔ
８
４
一

を
起
こ
す
率
の
高
い
若
年
対
策
を

中
心
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
」
と

措
摘
し
た
。

山
本
局
長
は
社
会
問
題
化
し
て

い
る
暴
走
族
に
関
し
て
も
構
成
屋

の
八
八
％
が
少
年
で
、
う
ち
七
五

％
が
補
導
歴
の
あ
る
点
を
強
調
、

「
暴
走
族
取
り
締
ま
り
と
並
行
し

て
少
年
問
題
の
観
点
か
ら
対
処
し

た
い
」
と
述
べ
た
。

会
議
で
は
こ
れ
を
受
け
暴
走
族

追
放
対
策
な
ど
を
審
議
、
赤
松
泰

が
、
同
知
事
は
引
き
続
き
要
請
し

て
い
く
考
え
塗
示
し
、
さ
ら
に
松

山
空
港
の
航
路
進
入
管
制
権
問
題

で
「
岩
国
基
地
の
支
配
下
か
ら
独

立
、
改
善
し
て
ほ
し
い
と
念
願
し

て
い
る
」
と
語
っ
た
。

社
会
党
は
「
昨
年
の
事
故
後
も

相
変
わ
ら
ず
米
軍
機
が
原
発
上
空

を
飛
行
し
て
い
る
こ
と
は
地
元
住

民
の
証
言
で
も
明
ら
か
だ
」
と
し

た
う
え
で
、
米
軍
に
対
す
る
事
故

原
因
公
表
や
機
体
引
き
渡
し
拒
否

を
含
め
た
抗
議
を
要
諦
し
た
。

一
方
、
共
産
党
は
程
日
米
軍

基
地
と
そ
れ
を
許
す
日
米
安
保
条

約
の
危
険
催
を
改
め
て
示
す
も

の
」
と
指
摘
。
①
米
国
岩
国
基
地

撤
去
の
検
討
と
本
県
上
空
の
飛
行

制
限
②
米
軍
か
ら
の
松
山
空
港
進

入
震
制
権
返
還
③
被
害
の
完
全
補

償
と
米
軍
の
陳
謝
、
関
係
者
の
処

…
調
査
始
ま
る●

●
■

繩
鑛
歌
み
永
尤
と
踵
？

↑
．
Ｆ
子
夢
ヨ
喝
。
－
Ｆ
生
、
Ｔ
《
手
言
イ
切
菅
一
瓜
・
一
〆
６
１
１
１
、
ロ
セ
。
令
豆

－
ラ
ル
」
（
七
二
〈
二
七
式
）
の
重
深
田
サ
ル
ベ
ー
ジ
は
、
五
月
二

油
抜
き
取
り
作
業
中
の
士
一
百
午
五
日
に
準
備
作
業
を
開
始
。
現
存

前
九
時
半
ご
ろ
、
オ
号
の
燃
料
タ
ワ
イ
誼
を
通
す
つ
り
環
六
十
四

ン
ク
か
ら
再
び
重
油
が
流
出
し
の
取
り
付
け
と
油
抜
き
を
並
行
‐

た
。
深
田
サ
ル
ベ
ー
ジ
建
設
（
本
て
行
っ
て
い
る
。
十
八
日
ご
》
倉

社
大
阪
市
港
匡
の
炉
業
船
な
蛙
一
壬
舎
少
の
引
き
上
げ
篭

ど
十
隻
が
出
動
夕
室
壱
に
回
を
持
つ
大
型
ク
レ
ー
ン
鐙
雲

収
し
た
。
流
出
は
麹
他
蒔
間
で
止
到
着
し
、
早
け
れ
ば
今
月
末
に
痙

ま
っ
た
。
上
さ
せ
る
。
・

今
治
海
上
保
安
部
の
調
べ
で
オ
号
の
重
量
は
、
種
ん
で
い
ヱ

乗
用
蘂
九
百
士
一
苔
を
含
め
て
鈴
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Ｉ
’
’
’
五
千
九
百
兆
五
千
弐
を
塞
琴
（

分
Ｉ
な
ど
を
米
軍
や
国
に
申
し
入
大
型
船
を
解
体
せ
妾
に
引
き
上
探

れ
る
よ
う
要
求
し
て
い
る
。
る
の
は
日
本
で
初
め
て
。

伊
方
原
発
上
空

の
飛
行
回
避
を

四
趣
が
再
度
申
し
入
れ
へ

東
宇
和
郡
野
村
町
山
中
へ
の
米

軍
戦
闘
罐
墜
落
事
故
に
関
連
し
て

四
国
電
力
の
吉
岡
正
行
原
子
力
部

次
長
は
士
一
百
、
「
米
軍
機
が
伊
方

原
発
上
空
を
飛
行
し
て
い
る
の
か

ど
う
か
調
べ
て
、
原
発
上
空
の
飛

行
回
避
が
一
層
図
ら
れ
る
よ
う
再

度
、
関
係
省
庁
に
申
し
入
れ
る
か

ど
う
か
検
討
し
て
い
る
」
と
述
べ

た
。

昨
年
六
月
に
米
軍
ヘ
リ
が
伊
方

原
発
近
く
に
墜
落
し
た
際
、
四
趣

は
通
産
省
寅
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長

官
に
原
発
周
辺
上
空
の
飛
行
規
制

の
順
守
を
関
係
省
庁
に
要
請
す
る

よ
う
文
書
で
依
頼
。
ま
た
、
伊
方

原
発
に
こ
の
三
月
、
上
空
飛
行
回

避
に
有
効
と
さ
れ
る
視
認
性
の
高

い
閃
光
（
せ
ん
こ
う
）
式
灯
火
設
備

を
設
置
し
て
い
る
。

Ｉ

一
井
上
被
告
、
起

一
訴
事
実
認
め
る

八
幡
浜
の
母
親
殺
し
初
公
判

同
居
し
て
い
た
病
弱
の
母
親
幸

自
宅
で
首
を
絞
め
て
殺
し
殺
人
罪

に
問
わ
れ
た
八
幡
浜
市
松
柏
、
＋

一
木
作
業
舅
井
上
武
男
被
告
壱
一
）
の

一
初
公
判
が
士
一
百
、
松
山
地
裁
で

一
開
か
れ
、
井
上
被
告
は
起
訴
事
雲

を
全
面
的
に
認
め
た
や
・

冨
頭
陳
述
に
よ
る
と
、
井
上
被

告
は
病
弱
の
両
親
と
同
居
、
世
話

を
し
て
い
た
が
、
零
件
の
直
後
に

父
親
が
死
亡
。
葬
鮭
な
ど
で
満
神

的
、
肉
体
的
に
疲
れ
、
目
や
耳
が

不
自
由
な
母
観
の
将
来
を
案
じ

「
い
っ
そ
死
ん
だ
し
ま
っ
た
ほ
う

が
幸
せ
」
と
考
え
、
さ
る
三
月
三

十
日
午
前
六
時
ご
ろ
、
身
づ
く
ろ

↑
い
中
の
母
親
カ
ズ
子
さ
ん
Ⅱ
当
時

奄
尋
Ｉ
を
ハ
ン
マ
ー
で
殴
り
つ
け

た
上
、
首
を
し
め
窒
息
死
さ
せ
た
。







一

坪
山
駅
西
口
の
再
開
発
事
業
計
画
変
更
に
よ
る
一
国
貨
店
「
そ
ご
う
」
（
本
社
大
阪
市
）
の
一
木
市
長
は
、
計
画
見
直
し
案
を
発
一
談
憧
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
一
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一
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一
二
二
二
一
一
二
一
二
一
二
一
二
一
二
一
一
一
二
二
二
’
一
二
一
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一
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一
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二
一
『
一
二
二
一
二
二
二
一
二
二
一
二
一
二
一
一
一
二
一
二
’
一
三
二
一
一

ｌ
麓
に
販
売
し
た
血

字
製
剤
「
ク
リ
オ

ー
３
」
。

八
月
か
ら
使
い
始

署
の
幼
児
に
Ｂ
型

幼
児
に
は
同
剤
以

副
は
使
っ
て
お
ら

卜
に
よ
る
感
染
も

と
こ
ろ
か
ら
、
こ

で
は
な
い
か
と
み

は
現
在
退
院
し
、

て
い
る
と
い
う
。

と
、
問
題
の
製
剤

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

て
い
な
い
」
と
の

ほ
か
、
製
品
に
な

鱈
で
汚
染
の
有
無

い
ず
れ
も
陰
性
だ

し
か
し
、
安
全
の

か
ら
使
っ
た
四
ロ

剤
八
千
本
全
の

ぬ
た
。

》
》ｌア

製 与I
作
り
に
加
担
の
件
は

垂
備
さ
れ
た
建
物
は

睡
的
建
造
物
群
保
存

民
菫
館
と
し
て
錘

の
る
。
従
っ
て
、
こ

町
議
会
の
議
決
を

琴
づ
い
て
設
睡
さ
れ

頃
不
当
支
出
と
言

〕
た
。

へ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に

茎
出
の
件
は
「
索
巧

峰
ど
は
条
例
並
び
に

に
従
っ
て
、
適
正
に

独
特
定
の
者
だ
け

幽
と
し
て
い
な
い
。

塁
に
選
任
す
る
の
は

廻
為
で
、
諸
求
の
対

と
述
べ
て
い
る
。

』
雪
盲
円
は
収
入

》
ら
れ
て
い
る
不
当

瘡
鍾
に
該
当
し
な

い
ず
れ
も
請
求
を

請
求
退
け
る
内
子

ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
の
冊
子
雪
褒
を
楽
し
く
す
る
」
１
卜
替
わ
り
に
取
り
上
げ
た
。
三

一
一
一
一
》
一
口
一
●
一
口
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
雪
“
口
争
呑
口
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
師
口
■
●
ロ
・
夢
』
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
』
や
■
●
凸
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
・
●
■
今
包
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
口
②
ｂ
・
Ｐ
』
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

自
宅
放
火
に
４
年
６
月
難
鯉
溌
鰯
菫
）
壁
四
筆
の
各
間
に
ガ
ソ
リ
ン

約
九
魁
ず
つ
を
ま
き
放
火
、
家
族

判
決
に
よ
る
と
、
西
本
被
告
は
が
住
ん
で
い
る
同
住
宅
を
全
焼
さ

松
山
地
裁
が
実
刑
判
決
《
ア
ラ
金
に
約
一
言
万
円
の
鬘
が
せ
た
。

サ
ラ
金
へ
の
借
金
返
済
に
行
き
裁
で
あ
っ
た
。
金
そ
一
一
裁
判
長
は
あ
っ
た
が
、
病
気
で
そ
の
返
済
に

詰
ま
り
、
自
雪
乗
に
な
っ
て
自
屋
宅
街
で
行
わ
れ
た
犯
行
壁
一
行
き
話
ま
是
表
宮
宅
に
放
火

鱗
蕊
謹
難
鍵
議
凝
議
鐘
準
欝
舳
鯉
評

鱸
蕊
蕊
鱈
職
蕊
譜
蕊
蕊
驫
篭
誌
蕊
蕊
育
吾
釜
二
士
墓

県
警
、
関
係
長
会
議
．

米
軍
機
安
全
運
航
の
徹
底

野
村
町
、
改
め

て
県
に
要
望
言

東
宇
和
郡
野
村
町
の
米
軍
戦
闘

織
墜
落
駆
故
で
、
同
町
は
十
五
日
、

米
軍
に
対
し
事
故
原
因
究
明
と
安

全
運
航
の
徹
底
を
強
く
求
め
る
要

Ｉ
同
決
定
に
久
保
さ
ん
は
「
不
祥

率
を
起
こ
し
な
が
ら
、
だ
れ
も
重

任
蓮
取
っ
て
い
な
い
。
町
長
の
謝

罪
も
な
い
。
ず
さ
ん
な
行
政
は
許

さ
れ
な
い
。
今
後
ど
う
す
る
か
は

弁
謹
士
と
相
該
し
な
が
ら
対
応
莚

考
え
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

…
淳部生がヒントの数々

一
二
一
雲
一
言
言
一
二
一
二
二
一
二
二
一
室
一
言
３
ニ
ニ
ニ
一
二
一
二
一
宕
言
の
。
ｇ
『
二
一
二
一
二
一
三
一
言
言
言
ニ
ニ
ニ
ー
ニ
ニ
一
室
き
ぎ
二
二
三
一
二
一
二
一
二
一
言
ｇ
ｏ
》
二
二
一
二
一
二
二
一
二
』
・
・
呂
吟
二
二
二
一
一
二
一
毒
舌
言
ｇ
二
二
一
二
一
二
二
一
宝
言
争
牙
一
二
一
二
二
一
二
三
一
言
菖
“
こ
こ
二
一

愛大教育学部生がピン
，
ノ
。
ア
イ
デ
ア
集
に
は
▽
学
校
の
な

か
に
川
や
山
の
自
然
を
造
る
▽
一

ｎ
Ｖ
学
期
に
一
度
、
学
校
に
泊
ま
る
日

崎“/ｿ『－」

望
鍔
を
改
め
て
県
に
提
出
、
受
雲

さ
れ
た
。

一
方
、
事
故
現
場
で
は
こ
の
日

も
引
き
極
言
、
米
軍
に
よ
っ
て
原
ゞ

因
究
明
調
査
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

山
の
斜
面
に
激
突
し
た
際
、
周
辺

に
飛
散
し
た
戦
闘
機
の
残
が
い
の

一
部
が
回
収
さ
れ
た
。
地
面
に
め

4

〃
〃
ク
ク

プ
ロ
レ
ス
の
猪
木
さ
ん

新
党
で
参
院
選
出
馬
へ

プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
の
ア
ン
ト
ニ
オ

猪
木
さ
ん
砲
起
Ⅱ
本
名
・
猪
木
寛

菫
Ｉ
は
十
五
日
、
東
京
都
内
で
会

見
し
、
参
院
比
例
代
表
選
挙
に
新

党
を
結
成
し
て
出
馬
す
る
意
向
を

固
め
た
と
発
表
し
た
。
党
名
な
ど
．

力f 意
工
夫
を
凝
ら
し
た
ア
イ
デ
ア
を
提
案
、
こ
れ
を
同
大
学
の
福
井
康
之
教
授

児
童
生
徒
の
学
校
嫌
い
を
解
決
し
て
い
く
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
と
、
教
員
の
卵
で
あ
る
愛
媛
大

教
育
学
部
学
生
が
「
こ
ん
な
学
校
、
先
生
な
ら
い
い
」
「
こ
ん
な
授
業
を
し
て
み
て
は
」
な
ど
創

ま
と
め
、
冊
子
「
学
校
を
楽
し
く
す
る
」
に
作
り
あ
げ
た
。

戸

一学校を楽しくする-‐‐ 「
自
然
造
り
」
「
学
校
宿
泊
」
「
帰
り
の
握
手
」
「
規
則
な
し
の
日
」
…

強
云曳【苧1WB垂｡踊り向21垂函式字訳揮丁】

霞 璽
’

蕊騨

参院選出馬に意欲を示
すアントニオ猪木さん

＝15日午後、東京・赤
坂の全日空ホテル

を
設
け
る
▽
〃
帰
り
の
握
手
″
で

先
生
ｌ
生
徒
の
ぬ
く
も
り
を
▽
留

守
番
電
話
に
よ
り
学
校
や
先
生
に

允
艮
ｆ
》
韮
悶
着
耳
哩
代
忙
Ｙ
稲
妻
二

方
針
で
、
地
主
と
交
渉
中
。

同
日
午
後
、
米
国
海
兵
隊
岩
国
一

航
空
基
地
の
ロ
バ
ー
ト
。
Ｌ
・
パ

パ
ス
司
令
官
（
大
佐
）
が
現
地
を

初
め
て
視
諜
し
た
。

ｐ
込
ん
だ
機
首
な
ど
の
搬
出
作
業

は
、
林
道
か
ら
現
場
ま
で
の
約
言

僻
間
に
道
路
を
取
り
付
け
て
行
う

方
針
で
、
地
主
と
交
渉
中
。

同
日
午
後
、
米
国
海
兵
隊
岩
国

jl 零駕燕離職欝福ﾉI:)鯉糊

に 珂
軍
鋼
壼
鯏
欝
忌

－－

う
Ｉ
な
ど
多
彩
で
ユ
ニ
ー
ク
。
学

生
た
ち
の
学
校
教
育
へ
の
熱
意
が

う
か
が
》
表
中
に
は
実
現
に
移
せ

そ
う
な
の
も
あ
る
。

福
井
教
授
は
、
子
供
た
ち
が
学

校
へ
行
く
こ
と
を
義
務
と
し
て
し

か
感
じ
な
く
な
り
、
学
ぶ
喜
び
や

楽
し
み
を
見
失
っ
て
学
校
嫌
い
が

広
が
り
始
め
て
い
る
と
思
い
、
同

学
部
の
昨
年
度
後
期
授
業
の
レ
ポ

ー
ト
替
わ
り
に
取
り
上
げ
た
。
三

言
い
た
い
こ
と
を
受
け
付
け
る
▽

規
則
の
な
い
百
を
毎
週
設
は

そ
れ
を
運
じ
何
が
大
切
か
考
え
合

中
に
正
式
発
表
の
予
定
。

猪
木
さ
ん
は
函
馬
す
る
か
ら

に
は
勝
ち
た
い
。
当
選
し
た
ら
ス

ポ
ー
ツ
の
国
際
交
流
を
推
進
し
た

い
」
と
語
っ
た
。

会
見
の
中
で
、
猪
木
さ
ん
は
東

京
都
出
身
の
戸
念
尚
美
さ
ん
（
二
四
）

と
今
月
十
一
百
に
再
婚
。
（
入
籍
）

し
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。

（
教
育
心
理
学
）

票
が
確
定
的
と
な
っ
た
簑

挙
を
控
え
、
県
雪
は
＋
套

鑿
本
部
に
県
内
の
署
長
皇

遷
宮
、
刑
率
課
長
を
集
め
、

締
ま
り
方
針
な
ど
を
協
議

会
識
に
は
十
八
署
長
は
》

部
の
各
部
長
と
関
係
課
長
エ

人
余
り
が
出
席
。
滝
沢
本
部

リ
ク
ル
ー
ト
率
件
や
消
愛
《

な
ど
複
雑
な
政
治
情
勢
を
恥

な
つ
え
で
「
今
回
は
激
没

戦
が
予
想
さ
れ
る
。
選
挙
《

公
正
に
行
わ
れ
る
こ
と
は
畠

治
の
根
幹
に
か
か
わ
る
閏
皐

－

を
楽
し
く
す
る
」
と
い
う

ル
を
つ
ほ
現
場
の
先
輩

た
ち
へ
の
ヒ
ン
ト
、
触
発

ば
・
・
・
と
県
内
の
全
小
・
索

冊
子
を
送
付
し
た
。

こ
の
中
で
〃
先
生
嫌
い
￥

校
嫌
い
・
授
業
嫌
い
の
星

っ
て
い
る
と
し
て
、
好
ま
、

師
像
を
あ
げ
る
意
見
も
里

「
教
塞
が
あ
り
表
情
豊
窪

い
る
だ
け
で
楽
し
く
な
ゑ

年
生
男
女
学
生
か
ら
、
学

を
雲
決
す
る
た
め
の
創
意

し
た
ア
イ
デ
ア
を
五
編
寺

さ
せ
た
。
冊
子
は
、
そ
の

四
士
一
人
の
計
一
言
編
義

夛
ラ
ス
」
浸
塞
溺
錘

生
」
な
ど
に
分
け
て
編
築
《

た
ち
は
楽
し
い
学
校
を
望

る
」
と
の
共
通
認
識
か
ら

か
ら
大
変
な
も
の
だ
。
巽

は
相
性
が
悪
い
、
な
ど
ン

イ
シ
ョ
ウ
の
熟
語
莚
変
鍾

連
続
し
て
た
た
い
て
引
彗

「
相
性
」
「
合
性
」
「
愛
唱
」

「
哀
傷
鳧
最
後
に
は
認

ど
と
い
う
熟
語
ま
で
出
テ

◇
し
か
し
、
便
利
だ
ン

字′カメで

鰯
の音あ

鑿尭曾

琴髻菫
冒誓壼畷器ロ

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
》
一
垂
由
一
参
重
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

同
音
異
義
一
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東
宇
和
郡
野
村
町
の
米
軍
機
墜

落
率
故
で
、
米
国
海
兵
隊
岩
国
航

空
基
地
の
ウ
エ
ス
リ
ー
中
佐
ら
二

人
が
十
七
日
町
役
場
を
訪
れ
、
謝

意
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、
「
墜
落

し
た
戦
闘
機
は
高
知
県
沖
上
空
の

訓
練
か
ら
帰
る
途
中
、
急
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
り
、
今
度

の
結
果
を
招
い
て
し
ま
っ
た
」
と
、

機
捧
の
一
部
に
何
ら
か
の
故
障
が

生
じ
た
こ
と
を
認
め
た
。
頚
故
原

因
海
米
軍
関
係
者
に
よ
っ
て
直

接
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
こ
れ
が

初
め
て
。
、

同
中
佐
ら
と
は
、
不
在
の
山
崎

巌
町
長
に
代
わ
っ
て
岡
田
稔
収
入

役
と
寺
野
登
総
務
課
長
が
会
い
、

地
元
選
出
の
池
田
忠
幸
県
議
が
同

で
、
視
覚
障
害
考

え
ら
れ
る
’
三
重

県
立
美
術
館
（
三

重
県
津
市
大
谷

町
、
陰
里
鉄
郎
籠

簔
）
は
、
そ
れ
を

立
証
す
る
数
少
な

い
公
立
の
美
術
館

だ
。
申
し
出
れ
ば

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
た
ち
が
誘
導
、

自
由
に
触
っ
て

「
見
る
」
こ
と
の

で
き
る
作
品
は
、

霊
讃
濤
奉
佃
庖
例
と
介
誘
尋
え
美
術
館
篠

応
じ
て
作
品
紹
介
も
し
て
く
れ

率

る
。
森
本
孝
普
及
課
長
《
一
也
の
う
一
つ
の
ロ
ビ
ー
に
は
、
郷
土
座
の
上
に
〃
裸
″
で
唇
示
さ
れ
誤
っ
て
作
品
が
譲
れ
な
い
よ
う
く
唇
示
し
た
い
」
と
願
う
森
本
と

案
内
で
同
館
を
訪
ね
た
。
作
家
の
陶
器
と
木
塑
一
震
。
い
て
い
る
。
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
も
な
に
誘
郵
す
る
役
目
も
あ
る
。
さ
ん
ら
同
鋸
八
人
の
堂
一
二
員
に
．
を

鱈
か
な
緑
に
包
ま
れ
た
〃
丘
ず
れ
も
一
瞬
以
上
の
大
作
が
床
け
れ
ば
、
仕
切
り
の
〃
壁
〃
も
メ
ン
バ
ｒ
は
、
美
術
フ
ァ
ン
。
と
っ
て
は
心
強
い
〃
助
っ
人
″
痔

の
上
の
美
術
館
″
だ
。
広
い
エ
の
上
に
並
ん
で
い
る
。
な
い
。
「
す
べ
て
作
家
霊
作
権
子
育
て
を
終
え
た
市
内
の
主
婦
衆
だ
。
活
動
は
、
美
術
の
広
報
、
に

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
階
段
を
常
設
展
の
テ
ー
マ
は
「
昭
和
者
）
の
Ｏ
Ｋ
済
義
で
す
」
と
森
が
中
心
。
「
手
で
〃
見
る
″
こ
と
調
査
研
究
な
ど
。
マ
ン
ズ
ー
展
術

上
る
と
、
中
二
階
の
ギ
ャ
ラ
リ
時
代
の
回
顧
」
。
主
に
大
正
期
の
本
さ
ん
。
に
よ
っ
て
、
炉
家
の
魂
に
触
れ
以
来
、
身
障
者
の
ガ
イ
ド
役
も
つ

１
産
憲
房
言
美
展
杲
票
謹
尭
塞
毫
壼
竪
壽
震
、
鶉
る
よ
う
喜
篭
一
惠
墓
雲
て
鷺
．
雲
鑿
一
天
語

ら
ぞ
シ
シ
》
シ
ぞ
屯
幸
一
孝
勿
彦
ア
ダ
診
一
孝
一
琴
汐
盈
一
孝
琴
シ
シ
シ
汐
鰯
つ
々
》
シ
シ
ツ
鐘
一
華
孝
一
ぞ
シ
ソ
虚
言
孝
幸
》
》
〃
ア
ク
孝
幸
シ
乞
老
ケ
タ
診
孝
牽
今
空
ツ
タ
診
》
唾
ぞ
琴
ダ
タ
ュ
》
》
勿
彦
シ
シ
喰
乙
彦
牽
勿
勿
》
企
幸
彦
壱
を
之
シ
ダ
一
乙
孝
琴
彦
を
》
響
勿
孝
シ
シ
謬
〆
規
尭
孝
一
“
ｚ
幸
彦
タ
多
多
》
孝
幸
シ
言

”●ー“ー“ー9●＝“6==.“弓

美
術
館
の
取
り
組
み
方
一
つ

、
視
蝿
障
害
者
の
夢
が
か
な

ロ
局
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
⑤
。
、
Ⅱ
Ⅱ
ｕ
ｍ
対
ｎ
Ⅱ
Ⅲ
Ｕ
ゆ
●
ｎ
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
■
の
ｎ
冊
Ⅲ
Ｕ
山
師
、
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
凹
凹
、
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
ゆ
。
ｎ
Ⅱ
Ⅱ
凹
凸
●
ｎ
Ⅷ
Ⅲ
ｕ
“
。
ｎ
Ⅱ
Ｍ
ｕ
ｍ
ｐ
ｎ
Ｍ
Ⅱ
Ｕ
●
ロ
、
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
●
⑤
ｎ
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
の
句
、
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
、
■
ｎ
Ⅱ
Ｍ
ｕ
ゆ
ひ
、
Ⅲ
Ⅱ
Ｕ
匂
の
、
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
■
”
ｎ
冊
Ⅱ
ｕ
●
■
ｎ
Ⅱ
Ⅱ
】
●
。
ｎ
Ⅱ
Ⅱ
ｗ
■
ｏ
ｎ
Ⅱ
Ⅱ
ｕ
■

故
障
で
制
御
で
き
ず

露
銅
唾
識
米
軍
側
、
町
に
説
明

襄
島
の
娘
」
が
目
に
つ
い
た
。
森

本
さ
ん
は
「
大
き
な
帽
子
、
侭

婦
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
、
涯

庭
さ
ん
に
は
珍
し
い
素
朴
な
彫

塑
で
す
よ
」
と
い
う
。
目
を
閉

じ
て
、
‐
触
っ
て
み
た
。
ゴ
ツ
ゴ

ツ
と
し
て
、
鐸
が
低
い
。
左
右

の
ほ
お
の
ふ
く
ら
み
も
趣
う
。

島
の
娘
の
生
活
臭
が
伝
わ
っ
て

く
る
よ
う
だ
。

監
視
輿
の
い
な
い
二
階
の
ロ

ビ
ー
に
も
、
佐
藤
の
「
丸
い
椅

子
」
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
も

席
し
た
。

関
係
者
に
よ
る
と
、
こ
の
な
か

で
米
軍
側
は
「
伊
方
原
発
の
上
空

を
避
け
る
た
め
諭
普
通
岩
国
か
ら

は
西
回
り
で
海
上
を
通
っ
て
い

る
。
戦
闘
識
は
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

脈
繩
一
鰄
鱗
鵬
郷

イ
カ
ー
族
は
少
な
く
な
い
は
ず
。

一
・
股
道
路
な
ら
ま
だ
し
も
、
高
速

道
路
で
う
な
り
を
上
げ
た
ト
ラ
ッ

ー
シ
が
迫
っ
て
き
た
ら
：
．
、
こ
ん
な

一
へ
安
に
こ
た
二
へ
る
よ
う
に
、
名
古

一
二
区
検
は
十
七
日
、
山
梨
県
大
月

■■凸■串一竺匡吐虹

奉
仕
団
作
り
介
添
え
一
一
蕊

し
つ
こ
い
「
幅
寄
せ
」
は
暴
行
鶏
蕊

は
、
橋
本
平
八
（
伊
勢
市
出
身
〉

の
木
彫
六
点
が
、
台
座
に
展
示

さ
れ
て
い
た
。
「
木
に
は
〃
仙
″

が
宿
る
。
私
は
そ
れ
を
彫
り
出

す
だ
け
だ
」
と
、
触
れ
て
見
る

こ
と
の
意
義
を
説
い
た
大
正
末

期
の
彫
刻
家
。
代
表
作
の
「
猫
」

も
あ
る
。
第
三
室
は
「
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
近
代
の
絵
画
展
」
。
フ
ロ
ア

に
は
、
ロ
ダ
ン
の
「
化
粧
す
る

女
」
、
ブ
ー
ル
テ
ル
の
「
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
」
の
ブ
ロ
ン
ズ
も
み

え
る
。
ど
の
作
品
も
、
低
い
合

市
内
の
中
央
自
動
車
道
で
昨
年
十

一
月
、
並
走
中
の
ラ
イ
ト
バ
ン
に

幅
寄
せ
し
た
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
季

を
暴
行
罪
な
ど
で
名
古
屋
商
裁
に

略
式
起
訴
し
た
。

暴
行
罪
に
い
う
「
暴
行
」
は
、

殴
打
や
足
げ
り
の
よ
う
な
直
接
的

な
暴
力
行
為
だ
け
で
な
く
、
麻
酔

薬
を
か
が
せ
る
な
ど
の
「
人
の
身

し
た
あ
と
で
き
る
だ
け
海
上
を
通

り
た
か
っ
た
が
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
ず
東
方
向
に
寄
っ
て
し
ま
っ

た
。
操
縦
士
は
町
を
避
け
て
山
の

中
に
墜
落
す
る
と
判
断
し
て
、
脱

出
を
図
つ
た
」
と
説
明
し
た
。

危
険
物
鐘
の
搭
載
や
機
体
回
収

炉
業
の
星
起
し
に
は
、
「
鯉
落
後
燃

料
は
燃
え
尽
き
て
お
り
、
危
険
物

鐙
が
飲
料
水
を
汚
染
す
る
恐
れ
は

戦
バ
ツ
と
鍛
磯
く

し5ぐ；
凸

五
十
七
年
九
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
。
視
覚
障
害
者
に
は
つ
れ
し

い
〃
壁
の
な
い
美
術
露
″
と
な

っ
た
の
は
、
五
十
九
年
の
春
に

開
い
た
イ
タ
リ
ア
の
現
代
彫
刻

家
「
ジ
ャ
コ
モ
・
マ
ン
ズ
ー
展
」

が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
「
盲
人
に

開
放
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
巨

匠
の
意
向
で
開
か
れ
た
同
屋
の

開
催
以
来
、
彫
刻
は
触
覚
の
芸

術
で
あ
る
こ
と
の
認
識
が
館
内

外
で
高
ま
っ
た
。
「
触
っ
て
ほ
し

い
」
と
申
し
出
る
彫
刻
家
も
多

か
っ
た
。

同
館
を
訪
ね
る
視
覚
障
害
者

は
数
多
い
。
そ
の
〃
目
″
に
な

る
の
が
美
術
露
雲
縄
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
け
や
き
の

会
」
（
渡
部
は
っ
会
長
、
七
十
九

人
）
だ
．
指
に
ケ
ガ
し
た
り
、

魁

全
く
な
い
。
機
体
の
回
収
に

湯
ま
で
道
路
を
取
り
付
け
な

ば
な
ら
な
い
が
、
作
業
は
で
き
れ

ば
十
日
ほ
ど
で
終
え
た
い
」
と
答

え
た
。

駐
碓
灘
側
海
回
蝦
一

間
無
事
故
だ
っ
た
だ
け
に
残
念
一

だ
。
も
う
一
度
と
こ
の
よ
う
な
率
一

故
は
起
こ
さ
な
い
」
と
述
べ
た
。
一

体
に
対
す
る
一
‐
切
の
有
形
力
の
行

使
を
含
重
と
従
来
か
ら
解
釈
さ

れ
て
は
い
る
が
、
幅
寄
せ
行
為
に

暴
行
罪
を
適
用
す
る
の
は
極
め
て

珍
し
い
と
い
う
。

略
式
起
訴
さ
れ
た
の
は
愛
知
県

西
春
日
井
郡
師
勝
町
の
ト
ラ
ッ
ク

運
転
手
Ａ
含
巴
。

起
訴
状
に
よ
る
と
、
Ａ
は
昨
年

矛
〃
／
Ｌ
Ｂ
Ｐ
』
し
砂
Ｄ
Ｂ
ｎ
冊
〃
８
』
Ｐ
Ｉ
０
ｏ
ｒ
哩
今
Ｆ
ｌ
Ｂ

｜

’
十
一
月
二
十
三
日
早
朝
、
中
央
自

動
車
道
下
り
線
で
、
前
を
這
っ
て

い
た
東
京
都
府
中
市
の
会
社
員

（
壹
一
。
）
の
ラ
イ
ト
バ
ン
減
追
い
越
し

車
線
か
ら
ど
か
な
い
こ
と
に
腹
を

立
て
、
後
ろ
か
ら
ラ
イ
ト
を
点
滅

さ
せ
た
り
、
蛇
行
す
る
な
ど
し
た
。

ラ
イ
ト
バ
ン
が
道
を
譲
っ
た
後

も
、
Ａ
は
約
一
読
に
わ
た
っ
て
ト

ラ
ッ
ク
を
ラ
イ
ト
バ
ン
と
並
走
さ

せ
た
未
、
す
れ
す
れ
ま
で
幅
寄
せ

し
た
。
こ
の
際
、
ト
ラ
ッ
ク
の
後

部
が
横
振
れ
し
、
ラ
イ
ト
バ
ン
の

右
ド
ア
に
接
触
し
た
が
、
Ａ
は
そ

の
ま
ま
逃
げ
た
。

昌
【
二
畠
臣
要
望
豈
臣
鹿
臣
臣
臣
【
目
固
国
弓
畠
臣
呂
】
臣
二
二
昌
題
巨
産
臣
』
臣
畠
巨
匡
】

国
家
公
務
員
離
れ

ｎ
年
連
続
Ｉ
種

競
争
率
下
が
る

女
性
志
願
率
は
最
高
に

人
事
院
は
十
七
日
、
平
成
元
年

n
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